
同

噛

醐

欄

セ

串

岡
醐
靖
人

噛喝伊

問
噛
鞠
醐
醐
十
品
』
帥
帯

十

督

官

細

入

-幡町_..

乙
と
し
は
、
わ
た
く
し
た
ち
の
ま
ち
卒
採
が
誕
生
し
て
四
十
年
に
な
り
ま
す
。
昭
和
七
年
間
同
月
一

a、

神
奈
川
県
下
問
出
番
め
に
市
制
悲
し
い
た
の
で
し
た
。
当
日
の
新
聞
阻
A
紙
は
、
つ
ぎ
の
写
真
の
よ
う
な
見
出

し
で
大
き
く
報
道
し
ま
し
た
。

専
裁
は
蝿
一
時
の
凝
立
平
揮
官
萌
蛍
生
田
藤
行
制
抑
1
t的
弱
小
綿
金
ら
五
千
人
M
V
線
認

劉
「
参
加
吋
按
は
ち
ょ
-
っ
ち
九
行
郊
で
に
ず
わ
っ
た
と
い
V
う
2
2
-

諮
問
田
野
臨
聞
か
ら



盟
議
懇
財
政
謀
は
、
昭
和
四
十
奈
賢
一
尽
か
ら
乱
万
一
一
平
日
ま
で
由
昭
和
四
十
f
d
z埋
前
期
由
予
算
二

宮
う
と
き
と
、
沼
十
五
蓮
華
街
容
と
喜
覇
支
留
め
の
財
務
状
況
を
公
表
し
た
。
富
田
一
財
政
喜
日

出
は
、
黒
田
予
算
規
模
は
九
月
末
で
よ
日
ム
公
5
五
億
六
千
九
事
m
門
と
な
っ
た
。
空
襲
草
壁
面
で
は
日

目
自
主
府
議
は
八
0
・
μ
誠
二
話
は
投
書
な
も
定
四
一
一
一
・
七
君
撃
と
な
っ
た
。
③
前
錦
町
譲
収
支
高

出
は
収
入
車
問
六
二
一
持
参
十
数
に
せ
ま
り
、
支
出
は
一
一
一
七
喝
事
で
雪
。
@
間
十
五
霊
決
算
は
、
事
を
一
一

宮
己
主
収
入
警
舗
を
あ
げ
‘
反
舎
に
お
け
る
異
議
収
支
耳
、
四
億
二
支
ハ
百
万
円
高
十
六
年
度
に
縁
日

出
入
し
た
。
⑤
四
十
五
年
度
一
般
会
安
田
一
最
終
予
算
は
七
サ
一
億
友
平
方
向
自
に
逮
し
、
支
出
予
算
は
い
す
れ
も
一
一

目

高

い

発

認

を

記

議

し

た

。

時

門
財
政
輔
副
間
同
高
時
度
目
一
般
連
白
経
正
問
措
援
金
皮
脱
し
て
、
ま

合
計
予
算
は
、
す
で
に
七
4
1
五
億
っ
た
三
苧
麿
愛
品
川
さ
な
い
状
況
と

円
に
せ
ま
り
、
前
尋
問
問
削
と
比
べ
な
り
、
年
度
後
半
に
お
り
る
法
人

+
五
百
閣
内
を
と
え
る
神
び
と
な
っ
関
係
説
の
務
ち
込
み
は
必
至
と

た
。
社
《
費
本
務
見
ら
れ
る
@
新
規
の
財
源
開
発

揮
り
要
請
は
ま
ず
進
化
色
、
ヱ
蕩
等
市
失
業
の
進
出
村
よ

ま
す
高
ま
り
、
人
機
密
び
設
南
授
賞
な
ど
が
震
と
し
て

件

費

や

書

室

激

渡

消

露

で

あ

り

、

ま

に

景

気

語

学
議
大
し
、
田
町
慰
は
退
応
部
主
自
然
増
の
期
待
薄
か

政
警
血
は
出
町
民
化
ら
、
楠
厳
し
た
経
費
の
節
減
と
越

の
方
向
K+容
唱
と
い
よ
令
h
M
O

轍
お
よ
び
隔
運
理
営
由
品
合
町
麗
U化包U出占

収
入
白
摂
幹
で
あ
る
市
税
は
、
し
、
暗
躍
京
筋
掃
の
選
存
亭
溺
し
た

長
気
白
停
滞
に
加
え
、
い
わ
ゆ
る
い
。

N
P

ルショ
y
ク
壱
初
め
と
す
る
一
一
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晶__.‘

一

月

十

五

日

は

腐

人

の

尽

@

一

一

十

掩

か

ら

五

金

へ

白

加

λ
が
磁
調
だ
っ
J

丸
山
川
加
入
す
る
こ
と
は
、
あ
な
た
呂
田
珂

と
の
白
は
、
「
お
と
な
に
な
っ
た
、
①
厚
生
年
金
と
こ
ろ
が
、
最
近
、
年
金
が
大
き
に
と
っ
亡
た
い
へ
ん
省
益
な
こ
と
な

とい
c吾
自
覚
し
、
み
ず
ー
か
む
生
き
ぬ
な
ど
白
被
用
者
年
金
制
度
に
加
入
し
〈
ク
ロ
ー
ズ
プ
y
プ
さ
れ
て
き
て
、
の
だ
。
問
団
も
あ
な
た
の
た
め
に
手
助

己
今
乏
す
る
脅
年
交
祝
い
は
げ
ま
す
で
い
る
人
∞
そ
の
制
度
か
ら
年
金
安
若
い
人
の
岳
民
拝
金
へ
の
加
入
も
年
げ
を
し
て
い
る
。

沼
』
と
し
て
、
市
内
各
局
で
属
人
式
う
け
る
こ
h
fが
で
き
る
人
③
ζ
む
ら
ん
ベ
活
発
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
マ
一
平
議
加
ス
綴
閣
制
切
弔
問
U

一場合

浴
室
わ
れ
る
。
の
人
の
一
記
偶
者
や
昼
間
部
白
大
学
長
雲
人
口
白
増
加
、
物
倍
率
、
丹
羽
日
事
習
し
て
、
支
払
う

一
一
議
に
な
る
と

4
D臼
主
義
い
た
人
は
、
必
ず
ζ
由

望

者

γ
八
の
豪
族
化
ほ
か
の
で
な
え
探
険
棋
は
一
平
一
万
六
千
円
。

成
人
と
し
て
の
多

'

:

p

支
給
さ
れ
る
担

仏
語
ぷ
成
人
と
罷
詫
年
金
刊
誌
官

務
も
諜
せ
円
れ

j
i
1
;

そ

亀

往

き

て

る

か

ぎ

り

る

露

雲

の

加

速

い

野

来

ま

ど

と

患

わ

ず

加

入

を

守

認

可

入

も

そ

由

一

つ

で

一

一

か

年

春

議

た

な

あ
る
。
謂
民
単
金
部
援
は
政
府
四
行
年
金
に
1

加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
受
通
事
故
や
公
欝
な
ど
、
木
命
の
危
い
で
納
め
た
掛
け
金
り
も
μ
h
mと
れ

な
れ
保
障
制
度
で
隠
も
議
院
科
目
半
い
@
輔
が
み
ち
あ
ふ
れ
で
い
る
務
代
で
は
る
計
算
だ
。

額
吾
負
担
し
て
い
る
の
を
ど
存
知
す
い
ま
ま
で
も
一
平
裁
に
な
っ
た
は
ぜ
ひ
、
年
金
に
加
入
し
て
、
時
来
と
年
金
に
つ
い
て
も
も
っ
字
、
わ
し

ず
か
。
か
り
の
若
い
人
た
ち
の
な
か
に
は
、
考
え
ず
に
今
回
、
た
だ
い
ま
む
あ
な
〈
知
り
た
い
万
は
、
市
探
険
年
金
課

わ
が
国
?
は
、
問
明
日
出
は
必
ず
、
ど
年
金

κ対
す
る
意
識
が
う
ず
く
、
議
た
の
生
活
亭
重
も
る
廓
議
が
必
婆
で
へ
ど
う
ぞ
(
曙
沼
二
七
C
O内
縛

れ
か
白
年
金
制
度
記
加
入
す
る
惑

τ
い
葉
の
乙
主
h
考
え
、
国
垣
内
半
島
る
。
二
十
歳
に
な
っ
た
、
あ
な
た
}
一
一
一
一
一
口

昭
和
四
百
尋
問
居
ズ
ネ
ー
ド
し
た
+
舎
の
総
合
開
発
ぉ
後
ご
と
に
『
改
定
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
り

計
画
む
う
ち
、
昭
和
凶
十
七
年
度
か
ら
五
十
一
時
度
ま
-
①
都
市
萎
懲
経
備
③
生
活
環
境
由
整
備
③
時
禁
経
済
の

で
由
貿
減
計
額
裕
、
平
境
市
総
合
開
発
軒
両
四
審
議
会
D
V
4
振
興
伊
教
育
文
化
計
画
由
行
財
政
計
画
の
五
つ
り
抱
謀

容
申
を
今
町
、

ζ
の
ほ
ど
そ
の
髄
定
を
終
え
た
。
と
れ

z

が
関
寵
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
と
の
五
部
門
の
遂
行
に

は、

ζ
白
総
会
開
還
計
砲
が
常
に
実
勢
に
あ
っ
た
、
実
:
は
、
約
二
百
種
問
由
経
費
壱
必
要
と
し
、
投
資
的
経
品
調

態
に
即
応
し
た
も
の
と
し
て
、
進
め
ら
れ
る
よ
う
二
年

υ

は
日
骨
川
円
五
亭
霞
途
と
し
て
い
る
。

昨
年
一
月
、

い
て
の
み
申
請
し
て
も
去
、
霊
紹
介
状
、
主
量
望
書
付
し
と
の
乙
と
は
、
産
量
廷
で
底

《
錦
町
民
で
あ
る
。

ζ
白
場
合
、
夜
明
間
て
も
ら
う
己
と
が
条
件
で
も
あ
る
。
開
削
は
都
選
府
県
知
事
に
自
分
の
取
り

雪
山
岳
察
に
つ
い
て
被
一
護
者
一
農
家
た
、
申
誇
ま
い
、
市
が
た
て
替
扱
う
愈
卓
也
の
範
一
思
泡
世
田
釜
高
揮

で
は
市
と
被
保
険
替
が
?
で
れ
ぞ
れ
負
帰
問
機
関
に
一
時
手
会
主
払
い
を
し
え
妊
の
支
払
い
を
ま
や
と
吉
は
、
一
則
す
れ
ば
よ
い
己
と
に
な
っ
て
い
る
か

恕
す
る
割
合
が
き
め
る
れ
て
い
る
。
て
も
ら
い
、
授
白
、
市
は
探
険
給
付
述
の
と
お
り
、
探
検
給
付
担
当
績
を
ら
で
あ
る
。
投
金
保
険
む
よ
う
に
会

被
保
験
者
が
一
一
頭
相
当
額
宅
医
潔
相
当
額
一
告
義
金
で
、
そ
の
被
保
険
者
支
払
き
と
と
に
立
っ
て
お
り
、
治
按
f

凶
日
現
用
な
ら
問
績
は
な
い
の
だ
が
、

機
関
へ
翠
弘
い
、
あ
と
仁
明
日
分
安
市
山
花
支
払
う
も
の
だ
。
の
向
容
交
調
査
し
、
探
検
診
蹴
に
お
国
民
怨
践
探
検
む
一
均
ん
口
氏
は
、
い
ろ

が
町
民
舟
機
関
氏
支
払
う
も
む
。
と
れ
と
ζ
で
作
一
躍
す
る
ζ
と
は
、
緊
忽
お
し
た
組
の
I
h期
間
利
一
元
分
ゃ
ん
支
払
う
い
ろ
庁
問
題
が
あ
ヮ
て
、
ま
た
モ
ζ

ま
で
お
託
っ
て
い
な
い
状
朗
で
、
そ
り

n繋
畿

や

む

を

持

ま

い

場

合

d

改

替

に

つ

い

て

は

、

強

力

量

品

じ
入
れ
て
い
る
と
C
だ。

雲

、

震

襲

霞

む

義

を

額

岬

慨

を

数

日

ツ

競

わ

な

い

間

間

続

て

鰯

養

費

以

上

の

よ

う

κ、
震
の
診
療
者

取

り

扱

。

て

い

な

い

病

院

訟

と

で

受

取

り

扱

っ

て

い

な

い

蕊

療

機

震

で

診

診
さ
れ
、
岡
市
品
漆
金
畿
の
絞
訂
て
を
品
品
物
給
付
と
い
っ
て
い
る
e

や
む
議
な
い
濯
由
が
な
い
場
合
に
も
の
で
二
時
た
1
一
替
え
分
自
七
銭
療
を
受
ワ
議
合
は
、

ζ
れ
ら
む
点

そ
の
療
一
幾
重
い
醤
翠
苧
誓
語
、
霊
童
い
の
制
度
で
あ
は
、
と
の
申
請
由
対
象
尽
き
島
い
相
当
季
支
給
す
る
と
い
う
ζ
と
で
掌
定
理
解
さ
れ
、
受
診
ぎ
れ
る

白
方
法
会
関
か
れ
る
人
か
多
く
あ
り
る
が
、
と
れ
は
あ
く
ま
で
も
湧
物
給
と
と
だ
。

ζ
の
緊
急
ー
や
む
を
得
な
は
な
い
。
お
間
遣
い
の
な
い
よ
う
。
ょ
う
、
市
国
民
年
金
認
で
は
呼
び
か

と
の
制
緩
寺
乏
し
く
理
解
し
て
ほ
し
付
で
渋
沢
1

十
分
注
と
と
ろ
を
補
一
つ
特
い
濯
泊
と
は
、
旅
行
中
に
病
気
や
け
核
保
「
主
唱
の
人
が
た
て
替
え
た
金
d

掛
け
て
い
る
。

い

と

い

っ

て

い

る

。

例

的

仕

方

法

だ

。

が

号

し

た

り

、

特

手

ら

楠

介

唱

治

的

出

bc出
が
支
払
う
入
官
魚
と
の
廷
が
大
き
た
お
、
時
筑
間
の
支
給
一
日
目
請
す

保
険
制
反
白
基
本
は
「
被
保
険
Y

世
間
札
え
は
、
断
れ
れ
で
f
ぷ
、
や
む
広
得
点
一
必
要
と
す
る
か
設
川
町

ιど
の
訟
が
〈
同
弘
前
h
V托
た
む
U
入
が
い
の
:
心
円
i
J

ぷ
却
ム
け
は

pyr軒
L

み
ん
山
印
お
一
》

ほ
渇
民
怨
牒
保
険
を
取
め
扱
づ
て
い
な
い
加
で
わ
山
で
悶
択
そ
取
わ
州
都
}
て
い
か
心
一
、
郡
内
科
院
に
い
か
と
打
れ
M
H

燃
、
罰
則
仲
白
取
り
扱
い
そ
し
な
い
か
に
民
日
出
費
許
可
支
払
二
人
相
収
誌
な
ど

る
陰
問
機
関
か
ら
底
接
、
医
療
を
受
な
い
盟
問
続
な
ど
で
治
問
堅
守
受
付
た
場
な
ら
な
い
な
ど
で
あ
る
舗
と
の
場
合
ら
自
由
診
殺
さ
む
め
援
在
生
ず
る
わ
湾
部
書
類
喪
添
え
て
提
出
じ
お
〈
だ

り
る
』
も
の
で
、
と
の
費
抽
出
に
つ
い
告
で
市
が
ζ
れ
吾
川
認
め
た
も
の
に
ワ
も
盛
田
悼
を
取
り
扱
っ
て
い
あ
援
者
の
付
。
古
い
ブ

。く〉みんなの力でlfl塚を寄れいに、言撃のまわりを済簿しましょうく〉く〉
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「
占
レ
ン
ト
は
ポ
夕
、
キ
ミ
¥
あ
立

た

Tす
瓦
」

l
!神
奈
川
県
で
は
初

の
照
枝
ア
レ
ピ
コ
ア
レ
ピ
神
奈
川
」
が

い
よ
い
よ
四
月
一
臼
か
ら
一
開
局
す
る
。

テ
レ
ピ
神
奈
川
は
、
県
市
町
村
井
出
問

界
、
マ
ス
コ
ミ
~
曲
盟
問
者
が
財
演
し
て
昨

年
三
月
設
立
、
蝿
民
共
通
白
話
題
や
、

制
地
域
の
脅
報
な
ζ
せ
市
民
の
茶
の
間
に

を
キ
ャ
ッ
ナ
ブ
レ
i
ズ
花
、
小
・
中
学

校
向
け
の
教
高
吋
番
組
、
県
市
町
村
田
行

政
持
組
、
教
議
番
組
な
ど
県
民
主
密
接

し
た
一
詰
題
を
提
供
す
る
ζ
と
に
な
っ
て

い
る
。現在
、
志
社
開
館
や
議
問
所
、
中
継
世
間

な
ど
施
設
・
設
織
の
建
震
事
滋
め
て
い

る
が
、
そ
の
ひ
と
つ
中
終
局
が
湖
南
平

に
で
き
る
.
ζ

の
申
欝
周
は
世
間
き
花
射

の
返
信
ア
v
t
Tナ
H
N
凝
議
落
で
途
中
に

ご
っ
日
盟
諸
奇
が
つ
い
て
お
む
、
湘
開

平
に
名
所
が
ひ
と
つ
ふ
え
右
.

と
こ
ろ
で
、
テ
レ
ピ
神
奈
川
町
電
夜

九
早
討
す
叫
に
は
、
む
一
江
F
専
用
ア
ン

デ
ブ
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
a

オ
ー
ル
チ

キ
ン
点
ん
テ
レ

rで
な
い
揚
合
は
コ
ン

パ
i
タ
ー
が
必
要
な
の
で
、
お
近
ノ
ヘ
mu

電
気
回
醍
吉
ん
に
と
紹
畿
下
宰
い
1
.
k

しも

市民センター

符30分務場。豊富演 9符50分~15符

象@筋肉主主位、寝車出の購入ならどなたでも

重量プログラム

<鑑静観嬬〉 Jウ2222詰君主み22繋器禁二

〈乙女宜主桂聾槌龍
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⑤
議
た
か
』
保
鑓
前
で
は
、
T
i

用
犬
の
定

N
蜘
で
せ
か
む
、
と
び
っ
く
路
、
郵
便
新
商
受
け
、
水
道
や
酔
眠
気
白
川
叫
容
を
巡
回
し
て
い
る
が
、
や
む

凡
る
M
M

‘

島

1
1
1

巷
え
な
い
理
闘
で

は

犬

露

天

の

お

一

書

往

岡

高

?

実

議

室

性
で
度
を
ζ
せ

は

，

ι

4

j

鋼
一

1
1
4
i
;
l
d
v常
事
告
に
は
定
時

人

毒

つ

け

議

あ

な

た

の

シ

wJケ
次

第

で

す

収

集

足

指

定

を

か

け

る

。

愛

犬

し

た

場

所

へ

つ

れ

や
員
く
す
る
も
慈
く
す
る
も
「
あ
な
ガ
ス
メ
1
虫
ー
か
ら
は
な
し
て
つ
な
て
者
て
ほ
し
い
。
沼
和
四
十
七
年
問

た
の
シ
Y
ケ
次
第
」
と
い
う
わ
付
。
い
で
あ
る
。
@
庭
閤
も
夜
も
放
し
廊
一
月
一
日
か
ら
、
一
小
雨
犬
の
引
常
取
り

あ
な
た
の
犬
の
飼
い
方
は
何
点
で
い
し
な
い
。
煩
毎
日
一
度
は
タ
サ
H

問
築
、
野
犬
捕
獲
は
、
新
設
の
会
管

ず
か
、
次
の
刊
第
回
は
、
飼
い
主
演
翁
)
で
つ
な
ぎ
、
現
動
合
せ
て
い
理
セ
シ
点
!
(
土
援
)
で
実
施
す
る
く

梼
試
酷
で
す
。
一
る
。
③
母
一
回
古
田
犬
都
宮
録
と
春
萩
白
わ
し
い
ζ
と
は
、
平
塚
保
障
所
衛
生
'

①
あ
な
た
自
主
苔
ζ
と
市
町
は
よ
く
従
狂
犬
病
予
防
控
煎
奇
し
て
い
る
。
@
課
へ
ど
r
A
X
T
E
L泣
C
一一一一
O
)

基
富
市
ぎ
義
主
時
か
ら
円
み
ん

Y
T
Iト
コ

32Jノ
協
重
工

事

是

担

チ

ャ

イ

ラ

ス

キ

AY7室
長

一

?
映
画
令
官
角
的
品
百
回
〈
日
)
午
後
Z
マ
ζ
ど
森
山
間
品
。
角
稽
露
骨
討
M

一

時
か
ら
第
一
一
一
言
名
作
襲
、
イ
午
前
謡
と
午
後
品
目
?
空
隊
一

3
5ア
税

制

幽

「

道

」

マ

問

問

短

金

2
月
初
日
門
官
)
午
後
宮

一

席

)

で

ヤ

ス

テ

レ

オ

コ

ン

サ

ー

ト

1

月

初

日

時

か

ら

一

は
八
吋
斥
も
次
の
よ
う
な
催
し
物
在
予
定
(
土
〉
午
後
3
時
か
ら
ポ
ピ
ュ
ク

l
vス
テ
レ
オ
コ
ジ
サ
1
ト

2月
初
百
~
一

し
て
い
る
。
ぜ
ひ
、
ご
去
訪
問
お
さ
そ
い
泊
明
日
常
「
レ
イ
e

チ
ャ
ー
ル
ズ
特
ぎ
〈
さ
午
後
3
時
か
ら
む

市
閉
山
富
館
は
、
毎
週
河
あ
っ
て
お
出
か
け
く
だ
さ
い
9

マ
ス
テ
V
オ
コ
Y
ず
}
ト

2
一月
5
日
由
ポ
ピ
句
品
目
一
y
i
e
E
Yト
@

隅
日
が
露
目
で
す
e

ぎ
と
も
ス
テ
レ
オ
コ
Y
す
d

P

1

(

さ
午
掛
轟
か
ら
ス
デ
レ
オ
コ
雪
組
〉
」

l

j

j

 

薄
儀
逮
月
曜
河
口

マ
祝
日
蓮

eA昔
(
事

2
月
日
日
(
金
{
)

輔
瞬
間
醐
品
冒
と
コ
ン
廿
1
ト
官
、
す
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の
は
い
癌
誠
少
計
一
蹴
も
抱
一
部

究
社
員
環
境
は
、
社
A

岡
市
叩
愛
薮
お
マ
と
き
・

1
月
M

山
田
〈
臼
)
午
後

と
も
な
っ
て
両
国
家
円
、
る
し
く
変
俗

1
蒋
ぬ
分
よ
り
4
時
間
叫
克
@

し
て
い
る
。
こ
う
し
た
人
た
ち
が
マ
盛
場
・
市
臨
醤
鐙
3
婿
ホ
1
1
M

投
金
属
議
の
変
化
に
適
用
で
き
毛
マ
講
師
・
塞
黒
部
心
身
儲
害
者
福

ょ
う
、
個
人
と
そ
れ
を
と
り
ま
く
托
セ
ン
点
l

酷
沢
一
免
簿
記

;
i
z
z
;
;
;
l
j
j
i
 

ち
ゃ
ん
や
与
千
平
次
鰐
井
敬
介
入
く
い
お
母
亨
ん
史
宮
殿
ハ
ル

Y山
の
人
相
お
か
み

品
井
ち
ゃ
ん
せ
ん
号
つ
由
お
話
し
て
あ
ん
ギ
ー
は
お
け
ぷ
山
中
包
名
押
怪
奇
朝
間
祖
師
畿
社

げ
る
八
武
器
之
介
タ
イ
オ
ン
鐙
は
お
同
地
ね
ち
ゅ
う
お
れ
た
ち
の
者
ょ
う
後
巌
龍
一
一

ケ

ン

チ

と

号

の

あ

お

い

海

葉

隆

ま

す

イ

ト

由

さ

く

ら

問

中

祭

主

長
崎
滋
之
勧
お
は
よ
う
大
ち
ゃ
ん
大
石
真
一
一
一
一
人
目
ち
び
っ
と
吉
一
姓
島
国
法
措

寺
宇
品
質
紛
列
車
カ
ッ
シ
イ
n
J
i

ム
ギ
主
主
宵
註
ブ
ァ
ー
ジ
ョ
ン

Z
Y
Xカ
の
七
つ
皐
わ
虻
担
む
つ

吉
ぼ
く
の
王
手
福
留
摺
入
江
一
戸
田
お
も
ち
ゃ
岡
田
来
樋
長
夫
か
く
ま
告
の
一
歎
桜
為
書
寸

ぽ

zrらは
は
だ
じ
で
控
藤
竜
二
曲
誕
百
中
の
ア
フ

p
出
〈
控
界
の
名
作
空

κ揮
か
ぶ
騎
'
E

寄
宿
甲
子
広

小

さ

な

大

苗

長

森

下

研

怪

奇

館

)

講

談

社

あ

ん

す

砲

す

っ

と

花

語

大

単

ま
し
か
主
連
信
山
下
室
子
影
を
殺
し
た
回
目
(
故
国
押
町
名
作
経
笥
松
谷
品
産
品
藻
村
、
日
開

ヌ

ハ

ス

宮

人

芸

撒

怒

講

談

社

松

お

み

尋

塁塁di
一人工Eえン



; 288 J可申書公匡技量
卓抜島

3月1白 11芯水公使館
~ 2閤須賀公民館

" 3白 中原公民茸富松原公民館
〈註) 2臨め、 3回以ま次号で@

要

認穫量日の急患

思議霊併議主の急患を童文うため、平塚

市腹部会は寅桂信草脇奇境に交代診援

制度を申し合わせている。

輔揮1・曹司自耀詔は南部j白星空軍高
盟簡宮・章第4容認廃車認は北側グ臣室量制2
原貝!ほして診寵lL応ずるととに主主今

ている。 f原則であ令て都合tとよ。
変更もある。呂曜忍はあくまで休診

日で診諌は緊急怠者iC探るJとされ
ている。

醐共E寄需観 ・・・・ (32濁1950)
盟平朝市箆病院山(32，局0015)
輔済生会開院…...(31局0520)
盟杏繁翠簡鶴..._-(22，局4105)

(21局0570)
(21毘0911)

平塚保健所は、次の職種目経童話者

とその従業員を対象i己、結核健康診
街を実施する。

闇対象・旅館、散食E昔、棋連活、遊
技場、理容、タ!J-ニジグ底、障母

家庭保育福祉員、保憶捕、動産婦、

歯斜衛生士、あんま、マyサ}ジ、

はりmi，きゅう節、柔道整復富市。
韓日程・47年 1月1吉田から2月158
までのこと・尽を除く19臼関e

軍軍関ぜをき'主3フテυ7・程E輔鳳
盟討課・ 1耳耳接種当おに儲3如月
を経過して百か月までの乳児

2期....1耳耳の3留めが軒わってから
譲種当日ζ、12か月を過苦18か月ま
での幼児

3期昭和47年4月入学予定の幼沼
は 3月まで受けてほしb、4J'lには
うけられません。

潤'午後1時30.分から3時まで
翻拍巡盟

2月21白 金呂公民館※中央農協こと
沢支所

.fr 22日 器量豊田公民館掛金田公民
館諸問崎公民館

?-238 神間公民主宮崇善公民主官
9 248 富士見公民館鴻公民館

曹艦ilI'AI監盟問盤o-1IIIIUJ置伊酒田

[!y~)!"クヲシ反応憩淫まと盟串 Q]

頴対象・接種当日に溺3か足以上の
乳幼児 CE鶴自47年4月の入学予定者
拡λ今埼砦芋校でうりるコ (i'E)緩護軍
を受廿てから1か月たっていない子
は受けられません

襲時韓車・午後1時3C分から3静まで
輔援護国

1 Jl17臼桜吉沢公民館簡原公演
館

'" 18白神田公民鰐
'" 22臼 豊印公民館滞在茸島公E封溜
'" 25日 俊幸喜公民館
'" 26日大野公民館
，. 29日輯内罰地家会場
2月 1日八幡公民館
... 2臼花立公民館
'" 5日 i日四之宮公民鰐
，. 8臼 Z富士見公民館
... 12日花京会館
'" 158 須賀公民館
'" 16臼中露もj¥i与校松原公民鎗
盟事j定臼

1月四日 誕百沢民責耳障原公民
主宮

'" 20白 神田公箆空宮
; 24日 器笠間公民主宮捺左京島公

民館

'" 27日 原告書公民館
O' 28臼大野公民館
'" 31自 宅高内部地集会場
2月 38 八暗公民館
'" 4臼花水公民怨
... 7日 !日開の自公民館

'" 10日 E富士見公民主官
'" 14臼 花泣く会館
... 17臼須賀公使館
... 18日中原;)¥学校松持経活設置

務i日臨沼産透忍漉弱震議滋接融緩潟盤怒踏襲統灘署鞭審議務櫨擁轍醐軍事溜器密

&- 27臼〈木〉掬輔公匡溜宮
d' 29B (土〉金自公民館
2 J'l1 8 (:Jc)戸輯公民館
，.. 3 B (京〉旭公民書官
" 8日正大〉崇豊富公民館
d' 10臼仁木〉松原公民館
? 15臼C:Jc)大野公民館
-1' 17日併<:)花水公民館
~ 22日 Cグく〉須賀公民館
，p 24尽く木〉笛士見必民館
9 26日ぐ土コ中原公民法宮

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ

i猪狩美和ちゃん
E いがむみわ

ト食住所根坂間722番地北沢ヱ業喜昌

一 地
ん (28)白長女、 8か月・身長関学
.体重B・5九の可愛いい美和ちゃん
ちょっと泣き虫白ととろがまにき 聾襲 警緩幾重 E
T、お謀屋の中を揖行費量で上手にい 灘電 懇毅溜 i
ったり会たり、テレピも大好き。パ 聾欝嘉滋 響額轟轟轟 Z
J対立福島県、寸マは地元出身。今月 豊富議議議包 必磁鑓欝翻 E
は応募69人中から12月258、広報課 f 努警察機恥 蓋靖鱒翻 i
長が諭せん、共和ちゃんに決ま。 絞警警務懇欝警務事聾鐙緩霊盟締努事富 1 
た。 設設を予郡平キザ押時平戸摺 i 

〈募集〉星雲緊塁塁摺鵠苦言ぷ罷語:議Z議i
を書いてお出しください。応募は1年未満の赤ちゃん、 1人 1放に限りi
ます。どしどしはがきを〈ださい。 i
輯晶て先・平塚市設問街曾番1号・平塚聞役所広報謬赤ちゃλ募著書軒ミ。 i
i輔毎月拍せんのうえ、一人ずづ広報紙IC提重量、記念写真と掲盟広帯紙101
践とあげます。(蹴齢i

! 1月22日金自公民館とありますが、
1全壊白都合で 1J'l2描白金回会混館と
iなっております。と注意ください.

輔討議・描1般の譲住臼までの拍子 i輔巡回臼程
吉ん.母子手帳が必要です。; 1月18日(火3土議公民館
輔時潤・ q吉IJ9時半から1傍寺半まで i l' 206仁本コ E吉沢公民怨

冬
は
お
と
し
よ
わ
の
車
中
が
、
に
静
や
出
化
の
よ
い
パ
タ
ン
ス
の
と
れ
@
Y
ベ
ル
ク
D
Y
反
応
検
査
は
ど
の

わ
か
に
与
え
一
る
胡
同
に
号
令
市
の
た
尭
物
を
と
る
よ
う
気
を
記
っ
て
く
よ
う
に
討
な
う
か
(
注
射
を
し
た
と

保
健
衛
生
認
で
は
、
今
回
、
特
に
冬
だ
主
い
。
き
か
ら
、
関
十
八
時
官
接
花
注
射
し

の
老
人
の
健
躍
と
、
お
手
亨
ん
を
結
マ
鱈
睦
か
ら
こ
ど
も
を
噌
る
・
①
Y
た
J
のと一
H"
が
罫
く
な
る
。
そ
の
大

核
か
ら
宮
た
め
、
次
の
己
と
に
注
ベ
ル

p
p
J反
応
輯
査
は
な
ぜ
必
要
き
ぎ
に
よ
っ
て
傷
性
か
陰
咲
か
事
決

意
し
て
ほ
し
い
と
ド
っ
て
い
る
。
か
(
結
核
は
知
ら
な
い
う
ち
た
う
づ
め
る
わ
町
。

v

マ
老
人
白
樺
購
@
ふ

J

白

マ

Y

ベ

ん

夕

刊

μ
ン

①

で

常

事

だ

け

劇

部

令

幅

多

戸

彰

乞

車

ヘ

ア

ν
由宇

i
f

反
応
積
書
毎
時

タ
白
外
出
品
」
ひ
か

:dada--
こ

'

'

1
・

d

i

う
け
ま
し
ょ
う
@

ぇ
、
高
寝
泊
と
ど
も
を
結
核
か
ら
守
る
吋
J

ベんす
Y
反

を

考

え

ま

し

ょ

ヨ

応

白

筋

果

、

B
C

②
寝
る
と
き
は
、
と
た
つ
よ
り
も
出
掛
り
湾
問
主
一
心
ゃ
っ
か
い
心
的
釘
で
、

G
号
つ
け
て
も
人
に
よ
っ
て
、
効
巣

た
ん
ぽ
、
境
保
志
布
、
時
間
保
ア
ン
刀
持
校
に
時
中
(
し
て
い
る
か
ど
弓
か
を
が
ま
ち
支
ち
で
あ
る
。

の
よ
う
立
柔
か
い
も
白
で
保
掘
す
る
し
ら
べ
る
の
カ
Y
ベ
ル
ク

p
y反
応
筋
母
、
検
査
壱
つ
付
て
、
陰
位
だ

@
夜
中
、
ト
イ
レ
に
立
つ
の
も
良
く
検
査
で
あ
る
。
ま
だ
、
感
染
し
て
い
っ
た
ら
必
ず
、

B
E
G辛
う
町
る
よ

な
く
、
ど
〈
一
患
い
と
き
は
集
定
設
な
い
人
に
は
、

B
C
G
を
接
麗
し
℃
ろ
に
し
ま
し
ょ
う
@

う
よ
う
犯
し
た
い
撃
常
、
心
目
安
菱
重
を
つ
く
っ
て
予
防
事
)

挙式は l符次の9留
を予定している

午書官銭高寺から {詩人以下}

9罪事部分からゆ哲人以下}
初締4-0分から (50人以下}
行持30分から (35人以下}

午後官時から (35人以下}
宮崎50分から(題担人以下}
2時40分から (50人以下〉
3誇30分から (35人以下}
A跨初分から (35人以下}
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凪
国

昭
和
四
土
谷

慶
弔
控
開
鰭
附
管

内
献
凱
次
涜
は
、

十
一
↑
月
一
一
一
ヤ
一
口

涜
缶
四
千
円
日
間

十
以
人
で
し
た
。

十
二
月
中
に
駅
前
首
γ
九
人
、

護
愚
前
、
表
栂
大
学
な
ど
お
百
六

十
一
人
の
計
七
言
八
十
人
の
献
血

者
が
あ
り
ま
し
た
。

献
血
は
径
百
唱
土
問
咽
門
口
汚
早
家

紋
北
口
前
で
奨
施
し
て
い
る
。

時
聞
は
ゆ
時
点
配
九
日
除
ま
で
@

燃
え
な
い
ゴ
ミ
一
周
白
ポ
y

ク
ス
が
緩
か
れ
、
第
二
月
曜

日
田
収
聾
什
渓
め
ら
れ
て
い
る
が
、

す
ぐ
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
し
ま
い
、

ボ
y
pス
の
近
〈
犯
縫
い
て
い
く
己

と
が
多
く
、
己
れ
が
放
置
さ
れ
た
家

ま
だ
と
不
潔
だ
し
付
近
で
は
最
惑
い

て
い
る
。
い
ま
少
し
、
収
相
周
回
数
奇

ふ
や
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

門
夕
陽
ケ
丘
e

高
橋
ヨ
ネ
さ
ん
}

マ
j
:
:
a

本
年
度
か
ら
は
じ
め

.
手
書
P

で
ダ
ス
ト
ポ
y
ク
ス
に

よ
る
惣
止
な
い
ど
み
校
集
者
奨
施
し

で
い
ま
す
が
、
巴
れ
は
従
来
、
ポ
』

パ
ケ
吋
ノ
等
花
入
れ
て
泊
さ
れ
て
い
た

空
刀
ン
や
空
ピ
ン
な
ど
小
型
の
不
燃

物
壱
台
療
の
ご
み
な
ど
と
官
回
訓
し
て

い

た

だ

く

の

が

目

的

で

す

。

が

、

京

年

度

は

じ

め

て

東

狩

母

親

日

明

暗

門

別

ガ

マ

、

ポ

y
ト
な
ど
、
索
機
製

し
か
し
な
が
ら
、
と
れ
ら
の
C
み

円

陣

の

海

岸

地

区

と

欝

十

寛

焔

日

比

を

門

的

。

壱
…
閉
収
げ
ゃ
う
か
が
い
ま
す
と
、
ポ
y

実
施
し
て
い
ま
す
が
雄
輔
そ
む
仰
が
マ
ダ
ス
ト
ボ
ッ
ク
ス
広
人
れ
て
は
い

ク
ス
の
中
や
そ
の
位
話
路
ア
レ
ピ
、
間
に
あ
わ
な
い
濁
状
で
、
的
地
区
か
廿
必
い
も
の
①
危
成
物
(
シ
ジ
ナ

自
転
車
、
謡
音

lzz-特急
要

望

号

、

議

順

次

、

構

ー

な

ど

〉

定

重

量

(

笥

性

y

到
な
物
切
多
数
?
制
さ
れ
て
い
ま
ι九

材

帯

事

議

治

し

て

興

施

地

区

田

拡

大

1
ダ
i
な
ど
〉
①
油
脂
類
(
ベ
ジ
も

と
れ
ら
童
話
る
と
み
は
、
別
に
入
れ
ま
す
と
、
会
な
り
ま
す
む
を
は
か
り
ま
す
。
類
〉

陀
讃
境
管
盛
衰
へ
申
し
込
ん
で
〈
だ
て
と
れ
に
会
d
な
空
カ
ン
や
空
ピ
マ
ダ
ス
ト
ボ
ッ
ク
ス
に
入
れ
て
よ
い
器
ダ
ス
ト
ボ
y
ク
ス
に
入
ら
な
日

き
い
。
ま
た
、
専
か
A
暑
に
か
け
て

yな
ど
~
合
え
れ
て
山
叫
す
よ
う
に
す
れ
物
。
①
ア
キ
カ
ン
②
ア
年
ピ
ジ
③
セ
大
き
な
物
に
つ
い
て
は
、
市
環
境
抵

特
に
右
極
力
ジ
が
多
く
出
る
と
患
い
ほ
、
む
だ
な
空
間
が
利
用
で
き
墨
と
ト
モ
ノ
④
芳
日
一
フ
ス
⑤
ナ
ベ
、
カ
マ
、
生
譲
へ
(
電
泊
二
↑
封
U
O円融一

ま
す
が
ζ
れ
は
モ
の
家
主
ボ
ッ
ク
ス
思
い
寧
宮
。
ま
た
、
収
集
問
教
で
す
平
均
Y
等
ブ
H
キ
製
品
⑤
フ
ジ
才
、
一
一
一
じ
)
円
環
境
締
役
韓
}

けたとζろ、金Icj伐背!空住持の
祈祷によって山総したので、抑

ネしのため制所を川巡したのかも

知れない。

また同寺二は、氏1持の子潟兼

(1377-]409コプ"、鎌嵩宝7古寺
の長老にJうで、目桜音堂光
E耳寺で挺天供長トJvr時をおζな
った礼状7'1';保 lている。民

総も備荒も、このN11~疋尊を信仰

したことがあきうかである。

重量天尊、市町段と双身織

とがあり、どちらら世間人身自

耳立百足認義な特段ぜある。双身像

の男容唱外滋神3しいが、女容
である。聖天尊を

願 3ところ叶わざ
るな〈、古書蹴満足いなしと伝

えている。

ζ Q;神は、はなやかな色彩が

すきで、まばゆい政金色や、語ミ

紅色のもので飾'J、ふたまた大
摂を揖え、油で削って祈るなど

かわった供式がおこなわれてい

る。

金日観庁主主では、時存会と噂

語罰金の協力を得て、!日本邸主主を

華麗して塑3己主とし、 ζれを殺
めて歓喜喜堂としたのである@

鵬
棚
田
す
を
鳴
ら
す
子
ど
も
た
ち

輯
欝
欝
韓
議
欝
覇
市
教
育
な
っ
て
い
議
索
解
決
し
な
い

n…
白
帆
白
粥
端
鱒
y

j

i

l

l

と
本
当
に
泊
っ
た
ζ
と
に
な
む
ま

麓
霧
襲
警
護
憲
章
患
者
華
重
一
R

せ
ん
。
⑤
子
ど
も
た
ち
は
そ
の
よ

七
矛
の

A千
ち
ゃ
ん
活
字
校
で
ろ
た
れ
加
を
お
意
識
に
滋
っ
て
い

撃
を
な
し
て
貴
べ
ま
せ
ん
。
ま
す
。
宗
尽
か
な
く
な
っ
て
も

九
才
由
B
子
ち
ゃ
ん
は
学
校
に
存
翼
m
y
b
の
健
康
を
と
り
も
ど
し
た

か
な
〈
な
り
ま
し
た
。
開
立
の
G

と
と
に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
@

雲
怠
今
ま
で
し
な
か
っ
た
オ
点
あ
ら
わ
し
て

i
q症
状
の
橡
類
と

Y
3
t
ヲ
る
よ
う
に
、
な
り
ま
し
そ
の
尿
路
之
は
き
ま
っ
た
儲
係
は

た

。

あ

り

ま

せ

ん

。

⑦

症

状

の

強

お

と

と
の
よ
う
げ
経
費
h

刊
行
動
が
何
陣
容
由
理
度
h

ぐ
ほ
必
ず
し
も
叫
刊
行

か
し
ら
今
ま
で
ど
変
わ
っ
て
き
て
し
ま
せ
ん
。
@
信
号
は
担
問
均
t

闘
っ
た
ζ
と
に
な
っ
た
な
「
感
う
ぐ
る
己
と
は
な
く
、
町
議
し
て
み

よ
う
な
ζ
ど
が
ら
ih

官
、
ふ
つ
う
、
で
い
る
と
、
そ
の
前
ぶ
れ
の
よ
う

「
問
題
」
と
か
「
訴
状
」
と
白
い
か
え
化
が
あ
る
の
が
ふ
つ
う
で

ま

ず

。

盟

F

す。

そ
し
て
症
状
は
問
題
元
韓
議
内
③
一
つ
の
波
状
だ
け
で

あ
る
い
は
病
気
の
存
在
色
丹
誠
賜
糊
時
な
く
、
い
く
つ
か
の
症

花
抽
出
し
て
注
意
手
陣
遥
緩
匂
怜
泌
解
職
状
が
撞
な
っ
て
あ
る
わ

す

る

警

の

役

雲

し

欝

湾

総

P
ぬ
れ
て
く
る
主
知
事
い

て
い
ま
す
。
緩
綴
鶴
鱒
鰯
議
箆
建
白
で
す
。
唖
信
号
は
掠

字
ど
一
も
た
ち
が
適
応
苧
な
、
呂
立
つ
も
白
ば

に
閣
議
争
き
た
し
て
情
一
轄
障
害
に
か
り
で
な
く
、
気
づ
き
に
く
い
回

お
ち
い
る
い
(
1

い
ろ
い
巧
の
行
動
立
た
な
い
信
号
も
あ
り
ま
す
.
@

や
投
資
自
変
化
や
陣
白
症
状
に
な
悼
の
病
気
で
も
性
質
や
行
動
の
変

勺
て
あ
ら
わ
れ
て
き
ま
す
。
喜
謀
誓
っ
て
く
一
き
と
が
あ
る

に
あ
げ
た
例
は
そ
由
一
例
で
す
。
の
で
、
性
患
ゑ
要
し
ま
す
閉

①
信
号
(
症
状
や
問
題
存
動
)
は
ま
わ
仏
り
で
信
号
を
鳴
ら
し
て
い

子
ど
も
の
心
に
珂
か
問
題
が
起
こ
る
よ
う
な
子
ど
も
が
い
た
ら
、
す

っ
て
い
る
ζ
と
を
知
ら
せ
て
い
ま
ぐ
に
専
門
機
関
へ
相
談
に
い
き
ま

す
。
@
信
号
の
多
く
に
は
向
か
涼
し
よ
う
。

閣
が
あ
り
ま
す
。
③
段
状
だ
け
を
(
韓
宵
と
接
事
よ
り
)

治
そ
う
と
し
て
も
、
そ
の
も
と
に
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九

)

マ

茶

道

救

護

・

1
ム
月
珂
百
か
ら
銭
湯

マ
女
子
青
少
培
文
把
数
以
珪
・
1
角
沼
火
組
日
、

8
回
叩
同
時
お
分
1
却
時
ぬ

会
銀
、
た
よ
り
臼
か
ら
か
議
選
ほ
8
器
時
鈎
分
分
「
茶
道
侵
害
リ
女
子
脅
毒

F

J

F

A
時
泊
分
ぎ
め
こ
み
人
市
議
マ
鈴
〈
一
若
い
女
性
詩
苧

2
月

百

品
死
後
ア
、
ゆ
綴
野
崎
五
時
間
抑
制
民
d
H
H

女
7

一
脅
少
年
(
水
)
叩
均
時
i
m時
「
柑
智
月
弥
慾
マ

ゴ
部
議
J
j趨
マ
婦
人
と
青
少
年
一
の
つ
ど
い

i
H
を
か
ζ
む
つ
ど
い
」
日
女
子
弾
華

民

総

宅

/

警

習

(

日

〉

日

時

j
m時
「
話
し
合
と
一
掃
人

春

、

い

の

交

敏

之

レ

ク

p
ェ
!
ジ
ョ

y」
ヤ
フ
ォ
!
ク
ダ
Y
ス
の
つ
ど
い
・

2

県
立
平
塚
寄
少

j
f
s
b

丹
時
国
革
路

年
A

援
で
は
五
番
響
y
o
ア
オ
j
ク
合
同
空
襲

年
も
次
匂
行
事
告

i
'
f
a
e

一

分

議

呼

ぶ

ア

会

計

砲

、

小

中

学

舗

閥

均

勝

削

減

予

か

ζ
む
識
も

1
ク
」
や
さ
し
い

生
、
一
般
諸
問
山
Y
年

フ

ォ

ー

ク

ダ

ジ

ス

か
ら
主
掃
由
み
な
さ
ん
の
書
加
事
待
日
り
婦
人
と
青
少
半
で
す
。

H
青
少
申
一
般

っ
て
い
る
。
名
催
し
も
の
へ
の
安
担
マ
ζ
ど
も
映
編
劇
場
・

1
月
間
山
田
(
マ
卓
球
大
金
制
。
角
Z霞
(
日
〉
笥

寺
会
守
す
る
人
は
驚
接
、
青
少
年
金

4
4
布
陣
1
V四
時
「
ひ
ょ
っ
と
り
ひ
時
i
m時
初
分
「
調
路
大
企
で
す
〕

舘
へ
申
レ
込
み
を
(
時
間
幻
・
七
O
ニ
ょ
う
た
ん
晶
」
討
小
中
学
生
、
一
般
討
小
中
学
伎
会
館
制
帰
団
結
対
象
。
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